
『京都大学大学文書館研究紀要』編集要項

1. 京都大学大学文書館に､京都大学大学文書館研究紀要 (以下､｢研

究紀要｣という｡)の構成および内容に関する基本的計画の立案そ

の他編集の総括を行うため､京都大学大学文書館研究紀要編集委負

会 (以下､｢編集委員会｣という｡)を置く｡

2. 編集委員会に委員長を置き､大学文書館長をもってあてる｡ 委員は

大学文書館教員とする｡

3. 研究紀要には､京都大学および高等教育の歴史､ア-カイヴズ論等

に関する論文､研究ノート､資料紹介､書評等を掲載する｡

4. 論文は､400字詰原稿用紙換算で60枚以内､研究ノートは40枚以

内､資料紹介は80枚以内､書評は20枚以内とする｡ただし､編集

委員会で特に認めた場合はその限りではない ｡

5. 研究紀要に執筆することができるのは､京都大学大学文書館の教職

員のほか､学内外を問わず編集委員会で選任して依頼した者､執筆

を希望して編集委員会で認められた者とする｡

6. 原稿は原則として未発表のものに限る｡



編集後記

『京都大学大学文書館研究紀要』第4号をお届けいたします｡

大学文書館における調査 ｡研究業務は､大学ア-カイヴズを中心とするア-カ

イヴズについての研究と､京都大学を中心とした高等教育に関する歴史研究の2

つに分けることができます｡本号掲載のア-カイヴズに関する論文では､先発の

地域ア-カイヴズにおいてもア-カイヴズに関する定義が確立しておらず､文書

の整理保存などで様々な揺れが存在していることを指摘しています｡こうしたア

-カイヴズをめぐる現状を踏まえ､私たち大学ア-カイヴズがいかなる組織であ

るべきなのかを考えていくことは､大学文書館の重要な課題と言えます｡

また､本号には当館所蔵資料を用いた論文も掲載されています｡当館では､移

管法人文書 ･個人寄贈資料は整理 ･準備が出来次第､順次公開しています｡公開

文書が京都大学に関する歴史や高等教育史の研究などに資すること､すなわち文

書館を利用していただき､その成果が発表されることは､ア-カイヴズとしての

使命であり､かつ意義の一つでもあります｡本研究紀要には今後も､そうした成

果を数多く掲載したいと考えています｡読者の皆様には今後とも京都大学大学文

書館 ･研究紀要をご指導いただきますよう､よろしくお願いいたします｡

(大学文書館助手 河西秀哉)
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